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ログ分析ツール Splunk を使ってあらゆるデータを可視化する！ 

『Splunk App のつくりかた』発行 

技術書典シリーズ、3 月の新刊      

	  
 インプレスグループで電子出版事業を手がける株式会社インプレス R&D は、『Splunk App のつくりかた』（著者：江

口 佳記）を発行いたします。 

 『技術書典シリーズ』とは、今もっとも注目すべき、エンジニアによるアウトプットの場である技術同人誌イベント「技

術書典」で、頒布された同人誌を底本として、商業書籍として刊行する書籍シリーズです。 

 
『Splunk Appのつくりかた』 
https://nextpublishing.jp/isbn/9784844398868 

 
著者：江口 佳記 
小売希望価格：電子書籍版 1600 円（税別）／印刷書籍版 1800 円（税別） 
電子書籍版フォーマット:EPUB3／Kindle Format8 
印刷書籍版仕様：B5 判／カラー／本文76 ページ 
ISBN：978-4-8443-9886-8 
発行：インプレス R&D 

 

＜＜発行主旨・内容紹介＞＞ 

 本書は、あらゆるマシンのログを収集し、検索・分析・可視化するSplunkで動くアプリケーションを作るために、その

環境整備からデータの抽出、さらにはアプリを配布するための方法までを紹介した解説書です。 

 

〈本書の対象読者〉 

・Splunk のダッシュボードで何ができるか興味がある 

・Splunk を利用しているがダッシュボードの使い方がわからない 

・Splunk でパネルを並べるぐらいはできるが、それ以上の使い方が知りたい 



 

〈本書で得られる知識〉 

・Splunk ダッシュボードの概要 

・必要なデータの抽出方法 

・パネルの作り方 

・フォームやドリルダウンなどトークンを利用したダッシュボードの高度な使い方 

（本書は、次世代出版メソッド「NextPublishing」を使用し、出版されています。） 

 

ダッシュボードの作成やパネルの基礎知識など、Splank の基本的な使い方を紹介  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

動的なダッシュボードを作成するためのドリルダウン機能も詳しく解説  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

実際にユーザーにダッシュボードを使ってもらうための注意点やノウハウを紹介  
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【株式会社インプレス R&D】 https://nextpublishing.jp/ 

株式会社インプレス R&D（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：井芹昌信）は、デジタルファーストの次
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